
















　　雨の朝







　場所はガルアーク王国城。

　フランソワから下賜されたリオの屋敷で。

　早朝。あいにくと昨夜から雨だったので今朝の鍛練はお休みだが、日頃の習慣でリオは早起きしていた。

　一方で、リオ以外の面々はまだ起きてはいない。今朝の鍛練が休みであることは昨夜の内に決まっていたし、昨夜はクリスティーナとフローラが屋敷に宿泊したので、女性陣でパジャマパーティを開催していたようだ。もしかしたら話が弾んで夜更かしをしたのかもしれない。

（よし。今日の朝食は俺が用意しよう）

　普段は鍛練している間に美春やオーフィアが朝ご飯を作ってくれることが多いのだが、この日は自分が作ろうとリオは決めた。

　早速キッチンへと向かい──、

（鍛練がなくなってみんな身体は動かさないし、軽いメニューの方がいいかな？　さっぱりしたものとなると……）

　何を作ろうかと考える。いくつか献立を決めると、作業を開始した。煮込む作業が必要なものや、後で温め直しても美味しく食べられるものは先に作っておき、そうでないものは食材のカットなど下ごしらえをする。そうして、小一時間ほどで調理と下ごしらえを完了すると、リオはリビングへと戻った。

（することがなくなった……）

　広い空間で一人、ぽつりとソファに腰を下ろす。普段なら皆が目覚めていて朝から賑やかな時間が続くので、こうして一人でいるとなんだか妙なさみしさも覚える。昔、王立学院にいた頃なら一人でいることなど珍しくもなかったが、人との共同生活にすっかり慣れたのだなと実感し、リオは口許をほころばせた。

　ともあれ、自室に戻って二度寝するほど眠くもないので、どうしたものかと暇を持て余すこととなる。

（お茶でも飲みながら本でも読んでいよう）

　キッチンから戻ってくる際にお茶を淹れていたのだ。室内の時計を一瞥する。そろそろ良い感じに蒸れて飲み頃だろう。そう考えてティーポットからカップへお茶を注ぐと、良い香りが室内に広がっていく。

「…………美味しい」

　たっぷり香りを楽しんでから、お茶を口に含む。と──、

「あら、ハルト？」

　リビングにセリアの声が響いた。

「おはようございます、セリア。……クリスティーナ様にフローラ様も」

　セリアと共にいるクリスティーナとフローラの姿を確認すると、リオは立ち上がって恭しく挨拶をする。

「おはようございます、アマカワ卿」

「おはようございます、ハルト様」

　クリスティーナがぺこりとお辞儀を返す。フローラは実に嬉しそうに声を弾ませていた。

「お早いですね」

「そういう貴方こそ」

「よく眠れましたか？」

「ええ、昨夜は同じお部屋に眠らせていただいたの」

　などと、リオとセリア。

「フローラがどうしても、と先生にお願いをしまして」

「えへへ、セリア先生と久しぶりにたくさんお話をさせていただきました」

　フローラは嬉しそうにはにかんだ。

「それは良かった」

「ええ。まだみんなは起きていないのね？」

　セリアが頷いてから、室内を見回してリオに訊く。

「ええ、皆さんが起きてくるのを待っていたんです。追加でカップを取ってきますから、どうぞおかけください」

　リオは立ち上がり、キッチンへと向かう。

「最高の朝ですね、お姉様」

　リオと話ができるのが嬉しいのだろう。フローラはご機嫌に姉へと語りかけた。

「そうね」

　クリスティーナは優しく、くすりと笑みを覗かせる。

　それから、他の者達が目覚めてくるまで、リオ達は四人で談話することになる。それはリオ達が王立学院にいた頃には想像もできない光景だった。
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